


-
奈
良
文
化
財
研
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周
年
記
念

平
成
M
年
度
飛
鳥
資
料
館
春
期
特
別
展

武量

墾多
量玉 ゆ

亘1
い丞
く震
さ代
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飛
鳥
に
都
が
置
か
れ
た

7
世
紀
は
、
中
国
的
な
中
央
集
権
国
家
樹
立
を
め

ぐ
る
動
乱
の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。
百
済
復
興
を
め
く
る
唐
・新
羅
と
の

戦
い
、
版
図
拡
大
の
過
程
で
の
蝦
夷
や
粛
慎
ら
北
方
集
団
と
の
紛
争
、
さ
ら

に
は
古
代
史
上
最
大
の
内
乱
で
あ
る
壬
申
の
乱
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
い
く
さ

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
、
こ
の
時
代
、
朝
鮮
半
島
や
北
方
で
の
い
く
さ
に
一
人
の
将
軍

が
関
わ
っ
た
こ
と
が
日
本
書
紀
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
阿
倍
引
田
臣
比
羅

夫
で
す
。
今
回
の
特
別
展
で
は
、
近
年
、
資
料
の
蓄
積
が
進
む
出
土
武
器

・武

旦
ハ
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
比
羅
夫
が
み
た
で
あ
ろ
う
北
方
地
域
の
武
器
と

の
比
較
や
、
唐
よ
り
新
し
く
伝
わ
っ
た
武
器
の
受
容
の
あ
り
方
を
通
し
て、

飛
鳥
時
代
の
武
擦
と
武
具
、
そ
し
て
戦
い
の
特
徴
を
考
察
し
ま
す
。
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主
な
展
示
品

飛
鳥
寺
塔
心
礎
出
土
娃
甲
(
奈
良
文
化
財
研
究
所
)

キ
ト
ラ
古
墳
石
室
出
土
大
万
片
、
万
装
具
(
奈
良
文
化
財
研
究
所
)

*
写
真
1

高
松
塚
古
墳
出
土
万
装
具
(
重
要
文
化
財

奈
良
文
化
財
研
究
所
)

岩
内

一
号
墳
出
土
銀
線
蛭
巻
大
刀
(
御
坊
市
教
育
委
員
会
)

*
写
真
2

武
蔵
府
中
龍
野
神
社
古
墳
出
土
鉄
地
銀
象
巌
鞘
尻
金
具
(
府
中
市
教
育
委
員
会
)

穏
古
舘
古
墳
出
土
銅
装
大
刀
(
須
賀
川
市
教
育
委
員
会
)

西
島
松
5
遺
跡
出
土
品

北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
女
l

恵
庭
市
教
育
委
員
会
)

*
写
真
3

-
展
示
期
間

平
成
剖
年
4
月
刊
日
(
土
)

期
間
中
無
休

・
時
間

午
前
9
時
1
午
後
4
時
四
分
(
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
)

・
料
金一

般
別
円

(河
円
)
大
学
生
叩
円
(
印
円
)

;

1

1

 

高
校
生
お
よ
び
叩
歳
未
満
は
無
料

)
は
剖
名
以
上
の
団
体 か

ら

6
月
3
日
(
日
)

※ 

-
春
期
特
別
展
記
念
講
演
会

「
飛
鳥
の
武
器
生
産
と
東
北
」

日
時

5
月
也
日
(
土
)
日
時
泊
分
開
演

会
場
飛
鳥
資
料
館
講
堂

講
師
文
化
庁
文
化
財
調
査
官

※
事
前
申
し
込
み
不
要

豊
島
直
博
氏

-
ギ
ャ
ラ
リ
ー
卜
l
ク

研
究
員
が
展
示
の
見
ど
こ
ろ
を
解
説
し
ま
す

第
一
回

4
月
市
日
(
日
)
旧
時
i
H
時

第
二
回

5
月
ロ
日
(
土
)
刊
時
1
吃
時

第
三
回

5
月
ゆ
日
(
土
)
日
時
l
H
時

自

良
阪
に

祭
名
理

室

酋

実
に
に

一一恥
道

道
草
軍

動
動

自
白

都

和

阪

軍
曙
描

E
K
ι
lwF 

耳成山
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口 印の駅から
路線パス有
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